
一般国道２５４号和光富士見バイパス」に関する説明会「

結 果 報 告

各 位

「一般国道２５４号和光富士見バイパス」の説明会を開催しましたところ多数の皆様の御参加をいただきました。
下記のとおり説明会の概要を取りまとめましたので御報告いたします。

埼玉県朝霞県土整備事務所

● 開催日時及び会場
・平成１８年８月２２日（火）１９時及び、２６日（土）１５時 朝霞市内間木公民館
・平成１８年８月２３日（水）１９時及び、２６日（土）１９時 志木市宗岡中学校体育館

● 出席者数 合計１９７人

● 説明内容
１）現在の事業進捗状況および今後の予定について
・ 現在の事業の進捗状況は、資料１、資料２の図面のとおりです。
・ 今後の予定は、平成１８年度は、第１期整備区間（和光北インターチェンジ～県道朝霞蕨線）につきましては、

（仮）朝霞大橋の橋台、橋脚の全ての工事に着手します。また、県道朝霞蕨線との交差点改良工事に着手します。
第２期整備区間（県道朝霞蕨線～国道４６３号）につきましては、現在、交通量や埋設物調査など道路構造検討
のための基本調査を進めており、９月から測量や地質調査に着手します。

２）測量等の土地の立入りについて
・ 第２期整備区間（県道朝霞蕨線～国道４６３号）につきましては、９月から現況測量や地質調査に着手します。

測量作業などのための土地に立ち入りと境界確認のための立ち会いの御協力を御願いします。
なお、地権者の皆様には別途通知致します。

● 主な質問と県の考え方

（１）道路構造等について
質 問 ： 志木市内全面地下化を希望するが、現在の都市計画の２階建て８車線の道路構造を見直すのか。また、

交通量は何台位を想定しているのか。
回 答 ： 昭和５０年代初頭に都市計画決定されてから３０年近く経過し、社会、経済情勢や周辺の道路状況も大き

く変化しています。このことから、今後、現状を踏まえてどのような道路構造が地域や道路利用者にとって
ふさわしいのか総合的に検討します。

平成１８年度は、測量や地質調査などの道路構造検討に必要な基本調査を実施します。今後、これらの調
査結果を基に、車線数や平面、高架、地下といった道路構造を検討します。道路構造の決定にあたっては、
地元市や市民の皆様の御意見を十分お伺いしながら進めます。また、交通量につきましても現在再調査を実
施しております。

（２）環境保全について
質 問 ： 県条例に基づく環境影響評価は実施するのか。
回 答 ： 条例の規定には該当しません。大気、騒音、振動など必要な環境調査は実施します。

現在、調査の内容やスケジュールについての検討作業を進めています。

（３）用地買収について
質 問 ： 用地買収はいつから開始するのか。
回 答 ： 用地測量が終了後、早期に投資効果が図れる箇所などを選定して計画的に進めていきます。

なお、買取りを希望される方には御相談に応じておりますので随時お問合せください。

（４）今後の説明会について
質 問 ： 多くの市民が参加できるよう会場を分けて開催できないか。また、今後の予定はどうか。
回 答 ： 多くの方が参加できるよう、広報の方法も含め研究します。また、今後、道路構造の検討を進める中で随

時説明会を開催していきます。

（５）測量や地質調査について
質 問 ： 測量や地質調査は地権者には通知があるのか。
回 答 ： 現地に立ち入る前に地権者の方に連絡します。

連絡先 道路公園治水担当 松田、初鹿野、青木
電話 ０４８（４７１）４６６１


